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今金町民憲章
。民主主義に徹し生活を合理化して近代的な町にいたしましょう.

0健康で勤労にはげむ明るい町にいたしましょう。

c技能をみがき産業の開発に努め、豊かな町にいたしましょう。

。教育をたかめ楽しく生活できる平和な町にいたしましょう。
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日
ご
ろ
の
運
動
不
足
を

痛

感

第
刊
日
田
町
民
体
育
祭
が
町
体
育

協
会
、
自
治
会
町
内
会
連
合
会
の

共
催
で

7
月
四
目
、
初
参
加
の
光

の
皇
学
園
な
ど
辺
チ

l
ム
が
参
加

し
、
今
金
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

新
企
画
を
合
わ
せ
凶
種
目
の
競
技

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
体
育
協
会
が
公
募
し

た
中
か
ら
、
中
堅
体
育
振
興
会
の

h
p
新
種
目

オ
ヤ
ジ
の
海

平
成
日
年
度
の
町
国
際
国
内
交

流
事
業
で
は
、

6
月
お
日
か
ら
7

月
7
日
ま
で
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド

・
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
市
の

パ
l
ン
サ
イ
ド
高
校
の
生
徒
、
先

生
げ
人
の
受
け
入
れ
事
業
を
行
い
、

家
庭
や
地
域
の
人
た
ち
と
交
流

し
、
友
好
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

今
回
、
来
町
し
た
生
徒
な
ど
げ

人
は
お
日
に
来
道
し
、
翌
日
に
道

庁
へ
表
敬
訪
問
、
夕
刻
に
は
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
先
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

!
と
の
対
面
式
を
行
い
ま
し
た
。

滞
在
期
間
中
は
、
児
童
、
生
徒
の

交
流
や
日
本
文
化
体
験
な
ど
本
町

で
様
々
な
体
験
が
行
わ
れ
、
サ
ヨ

ナ
ラ
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
一
人
ひ

と
り
が
本
町
の
感
想
や
楽
し
か
っ

た
恩
い
出
を
日
本
語
で
述
べ
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、

8
月
1
日
か
ら
U
日
ま

で
本
町
の
中
学
生
が
バ

l
ン
サ
イ

ド
高
校
を
訪
問
し
交
流
を
図
っ
て

き
ま
す
。

!) 
11 

• • 
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(
栄
町
大
健
斗
)

「
魔
法
の
ジ
ュ
ウ
タ
ン
」

(
2
枚
の

じ
ゅ
う
た
ん
の
上
に
両
足
を
乗
せ

移
動
す
る
競
技
)
と
「
オ
ヤ
ジ
の

海
」
(
縛
に
巻
い
た
ヒ
モ
を
女
性

が
と
き
、
男
性
が
巻
い
て
リ
レ
ー

す
る
競
技
)
の
種
目
も
加
わ
り
、

選
手
た
ち
は
声
援
を
受
け
熱
戦
を

繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。

4

司
新
種
目
魔
法
の
ジ
ュ
l
タ
ン

4
J
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日
本
文
化
を

体
験

学
校
交
流
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優勝 神 丘

準優勝 八 東

3 位 栄 間I

4 位 大和北

5 位 南 IIIJ 

6 位 金 原

7 位 寒 昇

8 位 大和南

9 位 御 影

10 位 中 盟

10 位 本 l町一

12 位 豊 回

13 位 末 広町

14 位 是主 キサ

15 位 高 美町

16 位 東 1町一

17 位 日の出町

18 位 南栄 町

19 位 H署 田T

20 位 商工団地

21 イ立 光の里学園

22 位 昭和町
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河川愛護活動が認められ

後志剥創川清満保護の会

‘ド

税金をもっと

知ってもらおう

北
海
道
な
ど
が
主
催
と
な
っ
て

6
月
の
環
境
月
間
に
合
わ
せ
幻
目
、

札
幌
市
で
開
催
さ
れ
た
「
環
境
月

間
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
環
境
保

， 

今
金
町
租
税
教
育
推
進
懇
話
会

の
設
立
総
会
が
7
月
9
目
、
役
場

会
議
室
で
教
育
関
係
者
、
税
協
力

関
係
者
な
ど
が
出
席
し
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
会
は
、
教
育
関
係
者
な
ど

税
関
係
団
体
が
協
力
し
あ

っ
て
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担
う
、
児
童
、

生
徒
や
保
護
者
の
方
々
に
税
金
に

つ
い
て
理
解
と
関
心
を
高
め
て
も

ら
お
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

総
会
で
は
、
町
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
長
の
田
中
繁
さ
ん
が
会
長

に
選
任
さ
れ
、
平
成

ω年
度
の
事

業
計
画
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

， 

全
活
動
の
推
進
を
図
っ
た
と
し
て

「
後
志
利
別
川
清
流
保
護
の
会
」

(
田
中

一
夫
会
長
)
に
北
海
道
知
事

か
ら
感
謝
状
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

清
流
保
護
の
会
は
、
昭
和
臼
年

に
後
志
利
別
川
が
「
日
本

ご

に

な
っ
た
の
を
機
に
設
立
さ
れ
、
清

流
ま
つ
り
、
河
川
消
掃
な
ど
や
清

流
の
調
査
、
地
域
住
民
へ
の
啓
蒙

を
図
り
、
利
別
川
の
美
し
さ
を
次

世
代
に
残
そ
う
と
し
た
各
種
の
活

動
が
認
め
ら
れ
今
回
の
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。• • 

7
月
河
川
愛
護
月
間

河
川
の
美
化
や
河
川
を
大
切
に
す
る
考
え
方
に
対
す
る
理
解
と
関
心
の

輸
を
広
げ
よ
う
と
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
民

一
人
ひ
と
り
が
協
力
し
あ
い
ち
ょ
っ
と
し
た
気
遣
い
で
利
別
川
が

守
ら
れ
ま
す
.

爽
快
に

パ
l
ク
ゴ
ル
フ
大
会

函
館
開
発
建
設
部
主
催
で

7
月

6
目
、
オ
ア
シ
ス
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

コ
l
ス
で
河
川
愛
護
パ

l
ク
コ
ル

フ
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
目
、
槍
山
北
部
3
町
か
ら

1
2
0
人
が
集
ま
り
小
学
生
か
ら

シ
ニ
ア
ま
で
、
日
ご
ろ
の
練
習
の

成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

優
勝
さ
れ
た
方
は
、

一
般
の
部

で
工
藤
墜
さ
ん
(
幻
打
)
、
女
性

の
部
で
鈴
木
昇
子
さ
ん
(
似
打)、

シ
ニ
ア
の
部
で
諸
戸
義
昭
さ
ん

(
関
打
)
、
子
供
の
部
で
小
西
真
央

ち
ゃ
ん
が
栄
冠
を
手
に
し
ま
し
た
。

後
志
利
別
川
川
畔
を

き
れ
い
に

利
別
川
清
流
保
護
の
会
の
呼
び

か
け
で

7
月

4
日
、
町
衛
生
委

員
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
員
、
工

事
関
係
者
、
各
種
団
体
な
ど
約
1

3
0
人
が
健
民
グ
ラ
ン
ド
に
集
ま

り
、
河
川
の
ゴ
ミ
拾
い
や
水
質
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。

存五.

よって之ω祭り
. *. *. 

場

. 
~ .... 

ジャンボ風車
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こ
の
目
、
今
金
樋
門
か
ら
住
吉

頭
首
工
ま
で
各
班
ご
と
に
ゴ
ミ
を

拾
い
終
了
後
、
利
別
川
よ
り
採
取

し
た
水
質
検
査
が
行
わ
れ
、
市
街

地
の
サ
ン
プ
ル
検
査
で
は
、
生
活

排
水
に
よ
る
汚
れ
が
目
立
ち
ま
し

た。川
の
日
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

今
金
河
川
事
業
所
と
清
流
保
護

の
会
が
共
催
し
て

7
月
凶
目
、
町

民
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
「
川
の
日

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
関
か
れ
ま

し
た
。こ

の
目
、
八
雲
在
住
の
カ
メ
ラ

マ
ン
科
回

一
俊
さ
ん
の
講
演
会
や

空
き
缶
を
使
つ
て
の
打
楽
総
作
り

や
キ
キ
リ
キ
&
斉
藤
不
二
男
さ
ん

と
の
打
楽
恕
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
が

行
わ
れ
訪
れ
た
人
を
楽
し
ま
せ
ま

し
た
。

飲
ん

τ食
ベ

τ六
満
足

(4) 

今
金
町
観
光
協
会
(
水
野
進
会
長
)
主
催
で

7
月
同
日
、
今
金
町
産
業

ま
つ
り
ジ
ャ
ン
ボ
風
車
よ

っ
て
こ
い
祭
り
が
デ
・
モ

l
レ
ン
前
広
場
で
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

作~dょ

• • |雪

た

町
が
大
和
団
地
に
続
き
、
寒
界

地
区
に
造
成
工
事
を
進
め
て
き
た

宅
地
を
次
の
と
お
り
分
譲
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

分
譲
地
希
望
の
方
は
、
期
日
ま

で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

コい一言ロ

・
今
金
町
字
今
金

4
5
9
番
2
0

5
か
ら
同
2
4
4
(
今
金
高
等

養
護
学
校
向
)

-
区
画
数
及
び
面
積

最
小

2
4
3
・
M
d
(
刀
坪
)
最

大
3
5
0
・
幻
ぱ

(
1
0
5
坪
)

お
区
画

-
仙
格

一
平
方

M
当
た
り

8
、

0
0
0
円
1

9
、
0
0
0
円

(
坪
当
た
り

2
6
、

+I+ 

1
2
9
、
7
0
0
円
)

・
売
り
払
い
条
件

・
住
宅
及
び
住
宅
兼
庖
舗
周
の
敷

地
で
あ
る
こ
と
。

・
購
入
後
5
年
以
内
に
建
物
を
建

築
す
る
こ
と
。

・
土
地
代
金
は
契
約
時
に

l
割、

残
額
は

3
力
月
以
内
に
全
額
納

入
す
る
こ
と
。

な
ど
の
ほ
か
売
り
払
い
の
各
条

件
が
あ
り
ま
す
。

-
申
し
込
み
期
限

平
成

ω年
8
月
初
日

※
お
問
い
合
わ
せ

総
務
課
管
財
係

8
2
o
l
-
-

4
0
0
円

+ 

Z
I
I
I
-ぉ

Z

M

ル

包

と

-
末
っ

こ

始

の

ピ

の

、

王

、
ン

い

ず

つ

飼

必同

回

き

仲

間

き

歩

末

と

巧

3

始

も

持
h
A

後

す

包

ぷ

の

。

歩

ど

し

ン

す

散

怠

ま

つ

で

袋

し

め
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犯罪や非行を繰り返さ怠いために

一瀬棚区保護司会一

看護婦の体験学習を

今
金
国
保
病
院
(
鈴
木
三
章
院

長
)
で
は

6
月
初
日
、
今
金
中
学

生
6
人
が
看
護
婦
の
体
験
実
習
を

行
い
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、
白
衣
や
帽
子
な

ど
を
身
に
つ
け
婦
長
な
ど
よ
り
指

導
を
受
け
な
が
ら

3
人
一
組
で
患

者
さ
ん
の
洗
髪
を
見
学
し
た
り
、

実
際
に
身
体
を
拭
く
な
ど
患
者
さ

ん
と
接
し
看
護
の
大
変
さ
を
経
験

し
ま
し
た
。

参
加
し
た
生
徒
た
ち
は
、
将
来

の
職
業
は
看
護
婦
を
希
望
し
て
お

り
、
貴
重
な

一
日
と
な
っ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。

一今金中学校一

2 

安
全
面
に
気
を
つ
け
、

益

J
P
9

• 

槍
山
北
部
4
町
で
構
成
さ
れ
て

い
る
瀬
棚
区
保
護
司
会
で
は
、
7

月
1
目
、
役
場
前
で
法
務
大
臣
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
佐
々
木
秀
雄

会
長
(
瀬
棚
町
)
が
朗
読
し
、
村

本
町
長
に
運
動
の
協
力
を
要
請
し

ま
し
た
。

こ
の
運
動
は
、
犯
罪
や
非
行
の

防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
や
非
行
に

陥
っ
た
少
年
が
二
度
と
過
ち
を
繰

り
返
さ
な
い
よ
う
、
地
域
社
会
の

理
解
と
協
力
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会

を
築
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

〆戸J

• l. 
快
適
な

d

ょ・フ。

.ι
弔

ま
す
。

浴
室
を
改
造
す
る

浴
槽
の
出
入
り
は
段
差
が
問
題

に
な
り
ま
す
。
手
す
り
を
つ
け
て

段
差
乗
り
越
え
を
容
易
に
し
ま

す
。
ま
た
、
す
の
こ
な
ど
を
置
き
、

平
面
に
す
る
な
ど
の
方
法
が
あ
り

ま
す
。

入
浴
す
る
時
の
注
意

お
年
寄
り
ゃ
病
気
の
あ
る
人
に

と
っ
て
、
入
浴
は
か
な
り
の
体
力

を
消
耗
し
ま
す
。
入
浴
前
に
は
、

顔
色
や
体
温
、
脈
拍
な
ど
を
チ
エ

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
自
宅
で
の
入
浴
が
大
変
で
あ

る
と
い
う
相
談
を
多
く
受
け
て
い

ま
す
。
高
齢
の
方
や
片
麻
庫
の
方

に
と

っ
て
、
ま
た
ぐ
、
し
ゃ
が
む
、

立
ち
上
が
る
、
と
い
う
動
作
が
大

変
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
方
で

も
、
部
分
的
な
用
具
の
導
入
に
よ

っ
て
、
ス
ム
ー
ズ
に
入
浴
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

パ
ス
ボ
l
ド

浴
槽
の
縁
に
固
定
し
ま
す
。
腹

を
掛
け
た
ま
ま
で
浴
槽
に
出
入
り

で
き
、
体
重
移
動
が
楽
に
な
り
ま

す。シ
ャ
ワ
椅
子

椅
子
に
座
っ
た
ま
ま
シ
ャ
ワ
ー

を
浴
び
ら
れ
ま
す
。
水
に
濡
れ
て

も
よ
い
素
材
で
で
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
浴
槽
の
縁
と
同
じ
高
さ
に

し
座
っ
た
ま
ま
浴
槽
の
出
入
り
も

で
き
ま
す
。

パ
ス
‘ク
リ
ッ
プ

浴
槽
の
縁
に
取
り
付
け
る
手
す

り
で
す
。
浴
槽
へ
の
出
入
り
が
安

全
に
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
、
浴
槽
の

中
で
の
バ
ラ
ン
ス
も
保
っ
て
く
れ

町内を花でいっぱいに

-< 

いつまでもお達者で

ツ
ク
し
入
浴
し
て
い
い
状
態
か
ど

う
か
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で

す。
お
お
む
ね
防
歳
以
上
の
要
介
護

老
人
や
下
肢
又
は
体
幹
機
能
障
害

者
で
入
浴
に
介
助
を
必
要
と
す
る

方
に
つ
い
て
は
「
入
浴
補
助
用

具
」
と
し
て
、
パ
ス
ボ
ー
ド
、
シ

ャ
ワ
ー
椅
子
、
パ
ス
グ
リ
ッ
プ
な

ど
の
給
付
を
受
け
ら
れ
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。
ま
た

「総
合
福
祉
施

設
と
し
べ
つ
」
で
は
い
ろ
い
ろ
な

入
浴
補
助
用
具
を
展
示
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
下
さ

い
。
制
度
の
相
談
も
お
気
軽
に
ど

う
ぞ
。

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

|ーキJ.
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一 槍山北高等学校 一

6
月
凶
日
、
槍
山
北
高
等
学
校

の
農
業

・
生
活
科
の
生
徒
た
ち
泣

人
が
、
道
々
八
雲
今
金
線
の
今
金

橋
か
ら
市
街
地
ま
で
の

6
0
0
メ

ー
ト
ル
に
実
習
で
育
て
た
花
の
苗

を
植
え
ま
し
た
。

今
回
植
え
ら
れ
た
9
千
本
の
苗

は
、
マ
リ

l
ゴ
ー
ル
ド
、
サ
ル
ビ

ア
、
ア
ゲ
ラ
!
タ
ム
の

3
種
類
で

赤
や
オ
レ
ン
ジ
、
白
な
ど
の
花
を

咲
か
せ
ま
す
。

ま
た
、
町
内
自
治
会
な
ど
に
も

花
が
配
ら
れ
、
道
路
や
学
校
な
ど

町
内
全
体
に

2
万
本
が
植
え
ら
れ

ま
し
た
。

一今金婦人会一

• • 固
の
教
育
口
l
ン
の

お
知
ら
せ

高
校
や
大
学
、
専
門
学
校
、
各

種
学
校
な
ど
へ
進
学
す
る
た
め
の

諸
費
用
や
、
在
学
中
の
授
業
料
、

下
宿
代
な
ど
、
教
育
に
必
要
な
資

金
を
融
資
す
る
公
的
制
度
と
し

て
、
低
利
な

「
国
の
教
育
ロ

l
ン
」

が
お
役
に
立
ち
ま
す
。
(
海
外
の

学
校
へ
の
留
学
資
金
も
可
)

『

H
いき

ロ

〈
〉
融
資
額
学
生
・
生
徒
1
人
に

つ
き
2
0
0
万
円
以
内

入
国
警
備
官
の

募
集
の
お
知
ら
せ

札
幌
入
国
管
理
局
で
は
、
入
国

鵬首
備
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

寸巳

O
受
付
期
間

8
月
口
日
1

8
月
出
日
ま
で

O
受
験
資
格

昭
和
問
年
4
月
2
日
1
昭
和
田

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

O
試
験
日

・
第
l
次
試
験

・
第
2
次
試
験

9
月
幻
日

9
月
お
日

1レ
(6) 

z館大ホ江草町~ • 9月3日午後

い露カん興毎い先 れ O の周長
まさラので年時駆婦ま O 敬 辺 ) 今
しれオダは実聞け 人 し人老ので金
た、ケン 、施を、会たあ会高は婦
。暖、ス幼しi&¥高で。まを齢 6 'A 
か目 、稚てと齢は り町者月公
い本国園いし者 」 が 民 を 26 'ズ

拍舞問のるての敬 出 セ 招 日 (
手踊お美もを方老 席 ン き 、狭
をなお人のり々の しタ今市間
送ど描マでおに日 て|金街リ
つが詰マ 、う楽」 開で地地カ
て披、さ余としに か 2 区 と 会

r'98地主要防災シンポジウムJ開催のお知らせ

。
利
率

年
2

・
5
%

(
固
定
金
利
)

〈〉
返
済
期
間

8
年
以
内

〈
〉
据
置
期
間
在
学
期
間
以
内
で

E
3
 

元
金
の
据
置
が
で
き
ま
す
。

日山

(
返
済
期
間
に
含
ま
れ
ま
す
。
)

寸

〈
〉
保
証
制
教
育
資
金
融
資
保
証

別

基
金
ま
た
は
、
保
証
人

(
1
名
以

ト
句

ζ

上
)

引

〈
〉
返
済
方
法
毎
月
元
利
均
等
返

ル

済
、
ボ
ー
ナ
ス
月
増
額
返
済
な
ど

ヤ

※
お
問
い
合
わ
せ

ん円

国
民
金
融
公
庫

一

函
館
支
庖
教
育
ロ
ー
ン
係

リ

8
0
1
3
8
l
n

8

2

9
1

仁談相働労

※
受
験
申
込
用
紙
請
求
先
及
び

お
問
い
合
わ
せ

人
事
院
北
海
道
事
務
局

干

0
6
0
1
0
0
4
2

か

札
幌
市
中
央
区
大
通
西
ロ
丁
目

の

B
O
1
1
11
2
4
1
111
2
4
8
り

1

函おで題問鋤労※
 (7) 
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み

ん

言な

ぼ
く
た
ち
の
学
級

神
丘
小
六
年
坂
井
謙
吾
君

ぼ
く
た
ち
の
学
級
は
ふ
ざ
け
た

学
級
。
で
も
女
子
は
、
ま
じ
め
で

男
子
は
う
る
さ
い
。
そ
し
て
先
生

は
、
じ
よ
う
だ
ん
が
多
い
。
で
も

ま
じ
め
な
時
は
ま
じ
め
だ
。

ぽ
く
の
友
人
の
伊
藤
祐
太
君

は
、
す
ご
い
量
の
食
べ
物
を
食
べ

る
そ
う
だ
。
で
も
食
べ
る
早
さ

は
、
木
谷
和
博
君
の
ほ
う
が
上
。

木
谷
和
隙
君
は
、
ぼ
く
よ
り

一
つ

下
の
年
で
い
ま
は
川
歳
、
伊
藤
祐

太
君
は
ぼ
く
と
同
じ
日
歳
だ
。

木
谷
和
博
君
と
同
じ
年
の
矢
野

辰
徳
君
は
、

や
せ
て
い
て
ジ
ョ

ー

ク
が
多
く
て
楽
し
い
人
。

ぼ
く
と
同
じ
年
の
井
口
香
さ
ん

は
ま
じ
め
で
三
つ
あ
み
で
い
つ
つ
も

ジ
ー
ン
ズ
を
多
く
は
い
て
く
る
。

中
野
愛
さ
ん
も
ま
じ
め
で
ジ
ー

ン
ズ
を
多
く
は
い
て
く
る
。

私
達
の
学
級

神
丘
小
六
年

井
口

香
さん

R 

私
達
の
学
級
は
、
楽
し
く
て
、

明
る
い
学
級
で
す
。

6
人
中
男
子

が
4
人
で
、
女
子
が
2
人
し
か
い

な
い
の
で
女
子
は
、
ち
ょ
っ
と
さ

び
し
い
で
す
。
男
子
と
女
子
を
あ

わ
せ
て
も

6
人
し
か
い
な
い
の

で
、
で
き
る
遊
び
も
、
あ
ま
り
あ

り
ま
せ
ん
。
最
近
は
、
古
い
け
ど
、

5
・
6
年
生
の
教
室
に
ワ
ー
プ
ロ

が
入

っ
た
の
で
み
ん
な
そ
れ
で
、

遊
ん
で
い
ま
す
。
最
初
は
、
捨
て

る
は
ず
だ
っ
た
ワ
ー
プ
ロ
を
拾
っ

て
き
ま
し
た
。
だ
け
ど
、
5
・
6

年
生
の
教
室
に
も
う
一
つ
ワ
ー
プ

ロ
が
入

っ
て
き
ま
し
た
。
だ
か

ら
、
今
、

5
・
6
年
生
の
教
室
に

は
、
ワ
ー
プ
ロ
が

二
つ
あ
り
ま

す
。
み
ん
な
、
楽
し
く
遊
ん
で
い

ま
す
。

勉
強
も
、
楽
し
く
勉
強
し
て
い

ま
す
。
た
ま
に
ふ
ざ
け
る
こ
と
も

あ
る
け
れ
ど
、
み
ん
な
が
ん
張
っ

て
、
勉
強
し
て
い
ま
す
。
た
ん
に

の
広

場

先
生
は
、
み
ん
な
が
な
や
ん
で

い
る
と
お
も
し
ろ
い
ア
ド
バ
イ
ス

な
ど
を
い

っ
ば
い
し
て
く
れ
る
。

こ
れ
で
み
ん
な
の
紹
介
は
お
し
ま

し
ぽ
く
た
ち
の
学
級
は
ふ
ざ
け
た

り
う
る
さ
い
時
も
い

っ
ぱ
い
い
っ

ぱ
い
あ
る
け
れ
ど
、
ぼ
く
は
、
ま

じ
め
な
学
級
で
あ
ま
り
静
か
す
ぎ

な
い
で
け
じ
め
の
つ
い
た
学
級
が

い
い
な

i
と
思

っ
た
ら
、
そ
の
、
ぎ

ゃ
く
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
で
も
、

こ
れ
か
ら
は
け
じ
め
の
つ
い
た
学

級
に
し
て
い
き
た
い
。
で
も
、
ぜ

っ
た
い
む
り
だ
と
思
う
。
で
も
、

ぼ
く
は
、
あ
た
ま
も
い
い
し
、
ま

じ
め
だ
し
、
ぼ
く
は
ほ
か
の
男
子

よ
り
か
な
り
ま
じ
め
で
女
子
よ
り

も
ま
じ
め
で
、

休
み
時
と
は
ゆ
え

勉
強
を
し
て
い
る
。
で
も
、
女
子

は
い
つ
も
休
み
時
は
遊
ん
で
い
る
。

で
も
ほ
ん
と
う
は
、
ぎ
や
く
で
ぜ

ん
ぜ
ん
ぼ
く
は
ま
じ
め
じ
ゃ
な
い
。

ぼ
く
は
、
裕
太
君
は
友
人
と
は

ゆ
え
、
け
ん
か
も
し
ょ
っ
ち
ゅ
う

し
ま
す
。
裕
太
君
と
だ
れ
か
が
け

ん
か
し
て
い
る
と
ぼ
く
も
し
ょ

っ

ち
ゅ
う
ま
き
こ
ま
れ
ま
す
。
ぽ
く

， 

調・• 

ん
の
田
中
先
生
も
、
お
も
し
ろ
い

人
で
す
。
先
生
は
、
た
ま
に
ギ
ャ

グ
を
い

っ
た
り
し
て
、
み
ん
な
を

笑
わ
せ
て
く
れ
ま
す
。

5
・
6
年
生
の
学
級
通
信
の
名

前
は
、
『
ひ
ろ
ば
』
で
す
。
『
ひ
ろ

ば
』
に
は
、
子
ど
も
用
と
大
人
用

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
学
級
通
信

は
、
田
中
先
生
が
考
え
た
も
の
だ

け
ど
、
私
は
、
す
ご
く
気
に
い
っ

て
い
ま
す
。
行
事
予
定
や
、
田
中

先
生
の
考
え
た
文
章
、

『
お
な
か

が
グ

l
』
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
が
あ

り
ま
す
。
『
お
な
か
が
グ

l
』
と
い

う
コ
ー
ナ
ー
は
、
自
分
た
ち
で
考

え
た
料
理
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー

で
す
。
ま
だ
、
学
級
通
信
が

一
回

し
か
出
て
い
な
い
の
で
、
次
の
学

級
通
信
が
ま
ち
ど
お
し
い
で
す
。

5
・
6
年
生
の
学
級
の
め
あ
て

は、

『
明
る
く
、
仲
良
く
、
け
じ
め

よ
く
』
で
す
。
こ
の
め
あ
て
は
、
み

ん
な
で
学
級
会
を
し
て
決
め
ま
し

た
。
み
ん
な
で
い
ろ
ん
な
意
見
を

出
し
て
、
こ
の
三
つ
に
決
め
ま
し

た。
5
・
6
年
生
の
朝
の
会
は
、
最

初
は
、
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、
次

に
前
の
日
に
み
ん
な
で
決
め
た
、

目
標
、
そ
し
て
最
後
に
、
先
生
の

お
話
で
朝
の
会
を
終
わ
り
ま
す
。

た
ち
は
、
け
ん
か
も
す
る
し
ふ
ざ

け
た
り
も
す
る
け
れ
ど
に
ぎ
や
か

で
い
い
と
ぼ
く
は
思
う
。
だ
け
ど

ぼ
く
は
、
し
か
ら
れ
る
の
は
い
や

で
す
。
最
近
け
ん
か
の
事
で
し
か

ら
れ
る
の
が
す
ご
く
多
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
け
ん
か
な

ん
か
し
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
な
あ

と
思
う
日
も
け
つ
こ
う
あ
り
ま

す
。
で
も
、
い
つ
か
は
そ
れ
も
な

お
っ
て
ま
じ
め
な
学
級
に
な
っ
て

ほ
し
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
帰
り
の
会
は
、
最
初

に
は
じ
め

の
言
葉
か
ら
始
ま
っ

て
、
次
に
、
今
日
の
目
標
の
反
省
、

目
標
の
反
省
の
時
に
は
、
次
の
日

の
目
標
も
い
っ
し
ょ
に
決
め
て
い

ま
す
。
そ
の
次
の
係
か
ら
で
は
、

『
学
習』、

『
生
活』、

『
保
体
』
に
わ

か
れ
て
や
っ
て
い
ま
す
。

5
・
6

年
生
は
、
ち
ょ
う
ど

6
人
な
の
で

一
つ
の
係
に

2
人
ず
つ
で
や
っ
て

い
ま
す
。

日
直
は
、
一
日
交
代
で
、
や
っ

て
い
ま
す
。

6
年
生
が
先
で

5
年

生
が
あ
と
で
す
。

ロ
ッ
カ
ー
は
、
人
数
が
少
な
い

の
で
広
々
使
え
ま
す
。

日
間
あ
る

う
ち

l
人

2
個
宛
使
っ
て
い
ま

す
。
残
り
の

3
個
は
、
習
字
や
図

工
の
時
使
う
新
聞
を
置
い
た
り
、

算
数
の
バ
ラ
バ
ラ
プ
リ
ン
ト
な
ど

を
、
入
れ
て
い
ま
す
。

ジ
ャ
ン
パ
ー
や
バ
ッ
ク
を
か
け

て
お
く
と
こ
ろ
は
す
ご
く
た
く
さ

ん
あ
る
の
で
、

1
人

3
個
宛
使
っ

て
い
ま
す
。
だ
け
ど
、
ま
だ
、
か

け
る
と
こ
ろ
は
、
残

っ
て
い

ま

す。
人
数
は
少
な
い
け
ど
、
こ
れ
か

ら
は
、
み
ん
な
仲
良
く
、
勉
強
や

係
の
仕
事
な
ど
も
が
ん
張
っ
て
い

き
た
い
で
す
。

万
が
一

の
た
め
に消

防

団

演

習

〕ハυ1
 

(
 

槍
山
広
域
行
政
組
合
今
金
町
消

防
団
(
青
木
隆
団
長
)
で
は
、

6

月
お
目
、
消
防
団
員
の
士
気
を
高

め
る
た
め
に
総
合
体
育
館
と
消
防

庁
舎
前
で
総
合
演
習
を
実
施
し
ま

'レ#~。こ
の
演
習
は
、
火
災
な
ど
緊
急

出
動
に
伴
い
危
険
が
付
き
ま
と
う

た
め
各
団
員
の
意
識
の
高
揚
を
図

り
な
が
ら
、
消
防
団
員
と
し
て
災

害
出
勤
の
要
請
に
機
敏
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
、
小
隊
訓
練
、
ポ
ン

プ
車
操
作
、
放
水
訓
練
な
ど
が
出

席
者
の
見
守
る
な
か
き
び
き
び
し

た
動
き
で
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果

を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

訓
練
終
了
後
、
町
民
セ
ン
タ
ー

に
会
場
を
移
し
、
河
村
前
団
長
へ

町
消
防
後
援
会
(
高
島
秀
夫
会

長
)
よ
り
感
謝
状
の
伝
達
や
表
彰

状
の
伝
達
、
訓
練
の
論
評
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

。
表
彰
状
の
伝
達

-
消
防
庁
長
官
表
彰

.
永
年
勤
続
功
労
章

第
3
分
団
班
長
矢
内

孝
仁

・
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

・
特
別
表
彰
(
印
年
以
上
の
功
績
)

前

団

長

河

村

昭

夫

・
勤
続
章

第

1
分

団

部

長

野

宮

信

春

※
青
木
隆
さ
ん
は
、
河
村
昭
夫
さ

ん
の
勇
退
に
伴
い
平
成

ω年
6
月

1
日
を
も

っ
て
団
長
に
就
任
し
ま

し
た
。

葬儀3 つ 6 
• fi 月

屋ゃ く 号
のら で

手順違下E5や庖主 介紹 l 

関づと し

ずは 街E まし

リの た

織ラ2古りふ 俳句

るに で
f:j- 誤
り り

で
し

杉今 た

本村 n 
由 正

あ 井
し
お

い 子

し

すま
。

俳 句 l
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• .， mアイドJし
ゅう な

砂八重 樫優奈ちゃん

(平成8年3月6日生まれ)

大和町八霊樫読さん、手'1恵さんの2宜

[親から】

離もが認めるおてんば娘

能奈の行動からいつも目が離せませ

ん.そんな彼女の大きな夢は『ギンガマ

ンになる.Jと今からはりきってます.

業
俳
句
に
は
本
来
ふ
り
仮
名
は
不
要
で
す
が
、

れい た

....山口 怜汰ちゃん

(平成8年 1月98生まれ)

南栄町 山口貞去さん、真由美さんの 2男

【親から】

お兄ちゃんとよくケンカをしてたくま

しく育っています.

オムツはとれたけど、絞る時はおし

ゃぶり"がはなせません.でも 妹のめ

んどうを見たり(見てるつもり)気分は

すっかりお兄ちゃんです.

杉

あ 宅

女秋い } 

利別俳句会 _l

本

戸

f尺

鹿

伊

E畢

翠

芳

賀

あ

き

え

.-一一

阪

み

井

え

斉

み

ち

藤

辻

知

子

-雄
も
が
疎
み
や
す
〈
・
と
の
本
旨
に
よ
り
あ
え
て
付
犯
し
て
い
ま
す
.

ー

〕-1
 

〔



(重点目標)

固困圃回
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
が
、

町
の
歴
史
や
自
然
・
文
化
を
大
切
に
し

家
庭
や
学
校
、
地
域
社
会
の
き
ず
な
を
深
め

熱
意
を
も
っ
て
、
自
ら
楽
し
く
健
や
か
に
学
び
合
い
ま
し
ょ
う
。

社会教育

だより
第261号

『
少
年
の
主
張
』
槍
山
支
庁
地

区
大
会
が
7
月
9
日
、
江
差
町
で

開
催
さ
れ
、
今
金
中
学
校
か
ら
南

谷
恵
子
さ
ん

(
3
年
)
上
田
小
百

・::

合
さ
ん

(
3
年
)
の

副
司

2
名
が
出
場
し
ま
し

主

た。

ル』

南
谷
さ
ん
は
、
共

々

ト

働
き
家
庭
の
中
で
の

血

豆

大

兄
弟
の
大
切
さ
、
そ

が

腿

れ
に
気
づ
か
せ
て
く

ん

ω
れ
た
父
へ
の
思
い

さ

捕

を
。
上
回
さ
ん
は
、

日
u
調

亡

く

な

っ
た
母
の
日

い
い
い
の

記
帳
か
ら
学
ん
だ
、

し

年

生
き
る
こ
と
の
大
切

ん

サ

さ
を
諮
り
、
幻
名
の

さ

参
加
者
中
上
回
さ
ん

谷

が
見
事
、
審
査
委
員

南

長
賞
に
輝
き
ま
し

た

発
表
者
は
、
自
ら
の
体
験
の
中

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
堂
々
と

語
り
、
中
に
は
大
人
顔
負
け
の
発

表
も
あ
り
、
審
査
員
を
う
な
ら
せ

て
い
ま
し
た
。
演
台
に
向
か
う
中

恵子さん南谷上回小百合さん

学
生
達
に
は
、
段
近
よ
く
言
わ
れ

る
よ
う
な
無
関
心
世
代
な
ど
と
い

う
姿
は
み
じ
ん
も
感
じ
ら
れ
ず
、

そ
れ
ぞ
れ
が
自
ら
の
考
え
を
し

っ

か
り
持
っ
て
い
る
こ
と
に
、
た
く

ま
し
さ
と
安
堵
感
を
党
え
ま
し

た。
感
受
性
の
強
い
時
期
に
こ
そ
、

様
々
な
実
体
験
を
通
じ
て
物
事
を

五
感
で
受
け
止
め
る
こ
と
、
そ
し

て
感
じ
た
こ
と
を
家
族
や
友
達
同

士
で
話
し
合
う
機
会
を
持
つ
こ
と

が
、
考
え
る
力
を
育
む
第

一
歩
に

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

， 

• • 

体
験
学
習
に

ω名
、
ガ
参
加

ド
リ
ー
ム
パ
ス
ツ
ア
ー

今
年
も
子
供
達
が
待
ち
に
待
っ

た
『
ド
リ
ー
ム
パ
ス
ツ
ア
|
』
が

8
月
7
日
か
ら
2
泊
3
日
の
日
程

で
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
夏
の
自
然
の
中

で
の
体
験
学
習
や
文
化
的
施
設
の

見
学
、
ま
た
、

共
同
生
活
で
交
流

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

一
昨

年
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
子
供

会
連
合
会
、
文
化
少
年
団
が
合
同

で
企
画
し
て
お
り
、
今
年
で

3
回

目
。
小
学
3
年
生
か
ら
中
学
生
ま

で
の

ω名
を
募
集
し
ま
し
た
が
3

日
間
で
ア
ッ
と
い
う
問
に
定
員
に

な
る
人
気
で
す
。

1
日
目
は
、
余
市
町
の
宇
宙
記

念
館
と
小
縛
ク
リ
ス
タ
ル
館
ガ
ラ

ス
工
房
を
見
学
し
、
恵
庭
青
年
の

家
に
宿
泊
し
ま
す
。

2
日
目
は
、

子
供
達
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
ル

ス
ツ
リ
ゾ
ー
ト
で
の
体
験
学
習
の

後
、
伊
達
市
の
胆
振
青
年
の
家
で

宿
泊
。

3
日
目
は
、
虻
田
町
の
国

指
定
文
化
財
・
史
跡
入
江
貝
塚
を

見
学
す
る
予
定
で
す
。

毎
年
こ
の
ツ
ア

l
で
大
変
な
の

が
、
別
名
の
子
供
達
の
指
導
に
当

た
る
引
率
の
方
々
。
今
年
も
各
団

体
か
ら
7
名
の
協
力
を
お
願
い
し

団
体
行
動
や
体
調
管
理
な
ど
に
気

を
配
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

親
と
離
れ
、
異
年
齢
の
子
供
同

士
が
寝
食
を
共
に
し
て
体
験
学
習

す
る
こ
と
は
、
『
礼
儀
』
『
責
任
感
』

『ル
l
ル
』
『
我
慢
』
と
い
う
面
か

ら
も
意
義
あ
る
も
の
と
い
え
ま
し

ょ
-つ。自

ら
積
極
的
に
参
加
し
た
子
供

達
が
、
友
達
の
輸
を
広
げ
『
学
ん

だ
こ
と
』
『
体
験
し
た
こ
と
』
を
こ

れ
か
ら
の
学
校
生
活
、
日
常
生
活

に
役
立
て
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

¥
問
い
合
わ
せ
は
、

/

二

三
四
八
八

る寄~~毛J鍾明

コ

口

〈文化隊機訪26)

写
真
は
神
丘
在
住

の
天
沼
在
さ
ん
か
ら

こ
の
た
び
寄
贈
が
あ

り
ま
し
た

「
コ
口

」

じ
よ
う

ま
た
は

「定
ば
ん
」

と
呼
ば
れ
る
農
具
で

す
。
正
式
名
称
は
回

転
回
植
え
定
規
と
い

私
た
ち
の
生
涯
学
習

美
利
河
海
牛
化
石
調
査
研
究
会

新
刊
図
書
紹
介

《
児
童
用
》

・
教
育
園
劇
の
お
は
な
し
え
ほ
ん

.
教
育
画
劇
の
み
ん
な
の
え
ほ
ん

.
だ
い
す
き
絵
本

《
一
般
成
人
用
》

債
の
中
の
子

・
よ
そ
の
子

・
大
往
生
の
島

・

兄

弟

い
ま
す
。
田
植
え
定
規
は
明
治
初

年
代
に
出
現
し
、
同

ω年
代
に
広

く
普
及
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
天
沼
さ
ん
の
寄
贈
品
は
昭
和

ω
年
代
に
使
用
し
て
い
た
も
の

で
、
整
地
し
た
水
図
面
に
コ
口
を

転
が
し
筋
目
を
つ
け
た
交
線
部
に

早
苗
を
植
え
ま
し
た
。

日
本
の
水
田
段
業
の
伎
術
が
極

め
て
高
い
水
準
に
あ

っ
た
の
は
、

品
種
選
抜
や
施
肥
技
術
の
ほ
か
、

一
定
間
隔
に
苗
を
植
え
る
正
条
植

え
が
古
く
か
ら
行
な
わ
れ
た
こ
と

に
あ
り
ま
す
。

正
条
植
え
は
除
草

機
の
使
用
を
可
能
に
し
、

作
業
能

1
9
8
3
年
に
美
利
河
で
発
見

さ
れ
た
海
牛
化
石
は
、
普
通
の
大

型
哨
乳
類
化
石
の
発
掘
と
は
違
っ

て
、
地
元
町
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

主
体
と
す
る
発
掘
調
査
団
が
行
っ

た
大
変
ユ
ニ
ー
ク
な
発
掘
で
し

た
。
そ
し
て
こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
調

査
団
は
、
発
掘
後
の
研
究
も
た
だ

専
門
家
の
手
に
ゆ
だ
ね
る
の
で
は

な
く
、
H

自
分
た
ち
も
地
元
の
宝

物
の
研
究
に
携
わ
ろ
う
μ

を
合
言

葉
に
全
体
骨
格
の
復
元
を
目
指
す

組
織
へ
と
変
っ
て
い
き
ま
し
た
。

こ
う
し
て
発
足
し
た
研
究
組
織
が

『美
利
河
海
牛
化
石
鯛
査
研
究
会
』

• . 一

第

一
集

1
第
四
集
各
十
巻

全
二
十
一
巻

全
三
十
二
巻

(
卜
リ
イ

・
ヘ
イ
デ
ン
著
)

(
ト
リ
イ

・
へ
イ
デ
ン
著
)

(

佐

野

真

一

著
)

(
な
か
に
し
れ
い
著
)

1 道立図書館借入図 書|
他に300冊余り 貸出しは10月いっぱい

《一般成人用》

・女性が自分と向き合う本

.母は平和の大地

・いまが人生の花

-肝臓病は予防できる

-みんなどうして結婚していくのだろう

.車椅子からウインク

.夫婦の会話

・チェーンスモーキング

・熱い絹(上 ・下)

・一本の線

・茜さす(上 ・下)

.チャーハン人生論

・光る汗

-目明し文吉

・初めての洋ラン

-東京アリラン物語

閣を裂く道(上・ 下)

心にも栄養を

《児童用》

・ちいさないきもの

.おつきさまのキス

・かもしかやぎのかあさん

.どうしてないてるの

.おじいさんのハーモニカ

.おばあさんの病気

・旅客機のパイロ ット

.繕になったむすめ

-いちねんせい

・バッタのオリンピック

.きいろとピンク

・月夜のみみずく

-こびとくんのきゅうじょたい

.親友証明カードあげます

-おばけじま

・なにがはいっているの

.かぞえうたのほん

読書は心の糧

率
を
あ
げ
て
収
量
も
増
加
さ
せ
ま

〕2
 

1
 

〔

し
た
。参

考
文
献
『
北
海
道
の
民
具
』

北
海
道
新
聞
社
刊

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
9
d
 

で
、
今
年
で
結
成

M
周
年
を
迎
え

…

ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
主
た
る
目

…

際
だ

っ
た
全
体
骨
格
復
元
像
は
、

N

現
在
開
催
中
の
ぜ
リ
カ
カ
イ
ギ

…

ユ
ウ
特
別
展
H

で
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

一
方
で
こ
の
研
究
会

同

は、

化
石
や
地
層
を
過
し
て
地
域

刊

を
知
る
楽
し
み
を
普
及
す
る
た
め
N

に、

子
供
を
対
象
と
し
た
化
石
の

同

体
験
発
掘
や
地
層
見
学
会
な
ど
の

一

野
外
体
験
学
習
会
も
多
数
開
催
し

目

て
き
ま
し
た
。
ピ
リ
カ
カ
イ
ギ
ュ

ウ
は
、
こ
う
し
た
多
く
の
人
々
の

努
力
の
結
果
、
現
在
で
は
町
指
定

文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

《町民センター図書室》

〕句。1 
〔

社
教
関
係
行
事
等
の
日
程

《

S
R
V

お
日
ま
で
ピ
リ
カ
カ
イ
ギ
ュ
ウ

特
別
展
花
石
特
産
品
生

産
セ
ン
タ
ー

(
月
曜
休
館
)

9
日
間
い
き
い
き
健
康
総
演
会

日

初

町

民

セ

ン

タ

ー

9
日
間
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
町
民
ゲ

l
ト
ボ

l
ル
大

会

8

初

高

美

グ

日
日

同

今

金

町

成

人

祭

凶

∞
町
民
セ
ン
タ
ー

日
1
m
日
山
鹿
鹿
本
国
内
派
遣

事
業
(
小
中
学
生
初
名
)

げ

1
初
日
第
初
回
国
際
交
流
の

つ
ど
い
(
受
入
家
庭
名
)

松
浦
幸
子
(
末
広
町
)

田
中
訓
夫
(
緑
町
)

宮
崎
留
夫
(
栄
町
)

早
坂

一
男
(
稲
穂
)

凶
日
制
ふ
れ
あ
い
ゲ

l
ト
ボ

i

ル
大
会

8

鈎

高

美

グ
ラ
ウ
ン
ド

明
日
日
出
町
P
連
6
年
生
交
流
事

業

9

∞

瀬
棚
町

明日
日
出
幼
少
年
芸
術
劇
場

9

∞

今

金

中

出
日
開
北
海
道
巡
回
小
劇
場
今

金

公

演

叩

∞

総

合

体
育
館

内

'
R
V

2
日
刷
今
金
町
健
康
ま
つ
り

ω
・・∞
町
民
セ
ン
タ
ー

， 



if~?)Q訪日多国益

献
血
の

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

8
月
日
同
日
制
は
検
血
の
日
で

す
。
採
血
の
前
に
は
必
ず
医
師
が

診
察
い
た
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

記

O

役
場
前

午
前
9
時

t
午
前
日
時
鈎
分

。

国
保
病
院
前

午
後
1
時
1
午
後
2
時
叩
分

O

農
協
横

午
後
2
時
却
分
1
午
後
4
時
初
分

《
保
健
福
祉
課
》

行
方
不
明
者
相
談
所
の

開

設

北
海
道
笠
察
で
は
、

9
月
中
を

「
行
方
不
明
者
等
捜
査
強
化
期
間
」

と
定
め
、
家
出
し
た
人
や
、
行
方

不
明
と
な
っ
た
人
の
こ
と
で
相
談

さ
れ
た
い
方
の
た
め
に

「行
方
不

明
者
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。

記

。
函
館
中
央
署

9
月
2
・
3
日

函
館
市
五
稜
郭
町
出
番
5
号

。
江
差
笹
察
署

9
月
4
日

江
差
町
字
上
野
町
鈎
番
地

O
捜
し
て
ほ
し
い
人
の
身
体
の
特

健診を受けて明るい健康づくり

月みんなの健康8 

徴
と
な
る
、
傷

・
手
術
痕

・
ほ
く

ろ

・
あ
ざ
な
ど
の
ほ
か
、
歯

-
血

液
型
・行
方
不
明
当
時
の
服
装
・所

持
品
、
写
真
(
顔
全
身
)
な
ど
で

き
る
だ
け
詳
し
く
制
べ

て
お
い
で

く
だ
さ
い
。

※
関
係
者
個
人
の
名
誉
と
秘
密

は
、
厳
重
に
守
り
ま
す
の
で
安
心

し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
都
合
に
よ
り
来
暑
で
き

な
い
場
合
は
、
最
寄
り
の
笹
察
署

ま
で
相
談
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ

台
北
檎
山
警
察
署

8
4

6
1
1
0
 

古
今
金
交
番8

2
1
0
4
3
5
 

終
戦
当
時
の
引
揚
者
の
方
4

へ

通
貨
・
証
券
な
ど
を

お
返
し
し
て
い
ま
す
。

会
緩
刷
機
綾
町

-
腐
成
正
子
緩
子
子
縫
礎
的
プ
子
忠
子
子
会
子
ヴ
子
仁
ヱ

一
見
司
ノ
将
明
子
校
雄
信
会
夫
司
果
彦
男
仲
子
賠
胞
子
雄
吉
岡
ィ、
、、

凶

タ

t

浮

ラ

一三

ミ

ポ

L
ロ

一
ル

ン
隈

F

L
人

1

ン

金

学

A
t

側
一

レ
前

光

芳

締

述

幸

四

行

正

ク

mm

耐

4
願
ス
共

フ
信
芳
謙

栄

邦

一白

正

背

筒

柑

守

輯

南

北前
辰

祐

企

フ

セ

一

ニ

ン

ボ

と

ク

る

限

印

金

同
呉

子

人

間

姉

オ

コ

木

小

、

合

寿

鮮

一
転

町

上

藤

山
j
旧

東

山

玉
問
。
氷
野
老
村
木
凶

内

凹

イ
村
時
東
形
質
下一仁一
海

村

部
品

述

内

山

上
鳩

町

総

山

村
松
村
サ
恥
陥

ia

寸

阻

川

F

E

金

ラ

ニ

々

丘

R
i

i

盟

エ

札

制

AM

-

J

d

金

チ

b
m

沖

レ

肺

今
波
林
水
近
今
山
飯
官
伊
古
製
児
石
大
松
今
今
今
鈴
多
竹
今
俄
今
回
石
伊
路
方
怯
パ
安
佐
杉
紳
阿
川
鈴
竹
mw彰
三
-
-
-多
阪
外
自
中
大
中
パ
叩
向

勉

一
峻
耐
光
一

略的
子
子
会
会
制
子
叫
事
附
己
実
一

ツ
底
子
所
殺
峨
こ
敵
陣
行
広
男
庖
芳
之
庖
絡
会
問
般
金
時
閣
子
鱒
ヨ

時

ナ
治

石

附

張

鵠

ヌ

ー

ヤ

サ

絢

一
ヨ

ロ

出

ま

y

Z

E

ョ

敏

い
来
敬
勝
雅
脳
内

博
栄
古
川
貞

一

照

'

自

メ
茶
耐
正
定
克

文

E

ロ
制
金
剛
芯
常

t
義
尚
哲
6

信
仲
商
紀
創
作
述
仮
長

キ

滑
テ

u

n

ア

凶

ポ

A

‘

ク

L
一

北

イ

合

開

パ

さ

洋

脚

ツ

鮮

一
一
司
郵
抗
野

力

R

F

ス

池

y

句

'
野
》
伴
人
木
悶
町
羽
山
木

地
繍

l

多

凹

》

辿

ツ

岡

引
下
-
E
r
旬

陥

藤

井

ヒ

主

音
吉
田
谷
間
井
川
北
行

山
藤

谷

口

密
扇

町

町

山

道

ハ

町

Z

M

白

州

議

牝

ナ

ナ

崎

m
錦

町

金

成

繍

晴

海

金
ζ

丘

金

制

勝

拡
大
畑
東
約
辻
町
山
制
天
北
鈴
北
高
山
木
本
山
特
犬
仲
機
今
和
北
松
町
手
前
伊
中
千
石
加
戸
判
ス
ス
住
住
岡
古
外
線
問
雌
山
今
今
外
佐
大
鑑
山
商
加

彦

下

附

叫

佼

昭

花

子

市

針

夫

制

肱

一
段
博
弥
治
郎
ル
盟
子
校

同

恋

敵

一

飼

学

正

茂

俊

自

判

英

信

千

別
殺
義
一
陣
聖
書
“
金
主
人
テ

陽

堕

直

-

工

等

立

創

コ

b
a

t
h

d芳川

》
凶
附
》
沼
沼
》
多
》
生
》
図
》

崎
悶
悶
阿
》
向
次
保
や
フ
畑
災
訪
向
中
核
様
似
胤
川
村
山時
》
旺
》
似
合
》
様
榊
紺
》
川

》

m
m
M情水
》
白m留
一叩
阪

郁

県

県

県

教
市

布

市

'
々

火

市
辺

市

町

琴

町

町

郁

町

固

京

王

譲

形

相
口

つ

観

館

し

凶

4
1

御
梅
川

川

書

得

窓

万

盟

理

保

問
問
何
灸
誕
何
事
仙
級
品
成
帆
醐
官
側
池
片
隅明
浜
竹
久
は
佐
出
似
品
石
北
野
伊
佐
五
小
両
大
帥
北
偶
位
向
柵
小
冊
即
棚
古
肌
よ
畑
町
山
町
叫
椛
久
仕
柳

己

研
子
年
彦
子

税
関
で
は
、
お
預
か
り
し
て
い

る
次
の
通
貨

・
証
券
な
ど
を
お
返

し
し
て
い
ま
す
。

。
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ

て
こ
ら
れ
た
方
が
、
上
陸
地
の
税

関
、
海
運
局
に
預
け
ら
れ
た
通

貨

・
証
券
な
ど

。
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
総
領

事
館
な
ど
に
預
け
ら
れ
た
証
券
な

ど
の
う
ち
、
日
本
に
送
り
返
さ
れ• 

， 

• 
10. 6 . 10 

(敬称略)

寸寄の額多のヘ
ム
五議

り
協

よ

制
比

ピ」

会

ま

ヅ

社
い

a
E
、
ざ

善
問

噛
ご

=--
一回

生弔
問
-
つ

h

加

盟
と

l

f
 

祉

団

川

一回歯

学

あ

ま』

里
意

A
E
の

厚

祉

制
ご

た
も
の

返
還
の
申
し
出
は
本
人
ば
か

り
で
は
な
く
、
ご
家
族
の
方
で
も

結
構
で
す
。

お
心
当
た
り
の
方
は
、
上
陸
地

を
所
轄
す
る
税
関
ま
た
は
段
寄
り

の
税
関
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

し※
函
館
税
関
監
視
部

〒

0
4
0
1
8
5
6
1

函
館
市
海
岸
町
M
番
4
号

8
0
1
3
8
|
ω
|
4
2
4
4
 

項 目 対 盈 者 実 施 日 時 |凹 対象地区 実施会場 備 考

一般住民関係

一般相絞 全住民 8月10日(月) 10 : 00-11 : 45 全地区 保他センター 他b首相談(血圧測定 尿脆宜)

一般相談 全住民 17日(月) 10: 00-11: 45 " " H 

一般相綴 全住民 24日 (月) 10 : 00-11 : 45 " " " 

般相談 全住民 31日(月) 10 : 00-11 : 45 " " N 

住民検診結果報告会 全住民 H 告地区

骨組路症検診結県報告会 69緩までの女性 24日 (月) 10:00-11 :00 
" 保他センター

13: 00-15: 00 

結骸検診 全住民 28日(金) 9 : 00-9 : 30 H " 住民検診を畳けなかった方

乳幼児関係

乳児相談 生後 3， 6， 9カ月児 20日(木) 受付。時。1111 全地区 保健センター 身体計調睦躍相韻栄華相罷9 : 00-9 : 15 

乳児他診 生後4、7、10、12カ月児 20日(木) 畳付4時011H N W 韻身体計栄開聾相医世師1世2軒出相歯臨科相
12: 40-13: 00 

l歳 6ヵ月児他鯵 生後 1歳 7、8ヵ月鬼 9月3日(木) 受12付4時01111 " H 歯身科体計開栄華尿検随査臨掴医韻師・陸フ察ッソ-13: 00 

すくすく子育てダイヤル 就る学保前髄者までの#1児のい 12日(水) 9 ∞-12: 00 H 2 -2780 電話による心配事相談

妊産婦関係

無(産医婦地人区科巡)回診療 妊婦、揖人科受静帝盟の方 11日(火) 受13付3時011il 八雲量合荊院産由人1I~師盟事(有料)-14: 00 全地区保健センター

お知らせ

《骨粗桜症検診》報2予会約》制会の各》倹地査区場なので時式間は個別案野内してい監ます
《《住組民検診結検果 倍 耳場巡所回カ時 ですので し〈は向 をご覧下さい.
骨髄症 i珍結'*報告 と 聞は回監をご覧ください

(保他協祉際健康づくり 国保係)

栄
男
江
彦
三

一
久
克
洋

「一一一「

職北
員槍
派山
遣職
日業
!こ相
つ談
い室
てへ

の
一一一」

函
館
公
共
職
業
安
定
所
職
員
の

8

9

月
の
派
遣
日
は
、
次
の
と

お
り
と
な
り
ま
す
。

-8月
mm
日

日

時

1
げ
時

幻

日

9

時

1
U
時

・9
月
M
A

日

日

時

1
口
時

お
日

9
時
'・3
U
時

な
お
、
北
恰
山
職
業
相
談
室
で

の
雇
用
保
険
受
給
手
続
き
に
つ
い

て
は
、
職
員
派
遣
日
に
は
職
員
が

' . • 
「
霞
申
書
岡
晋
聞
に
コ

u
Z」

食
中
蒜
と
聞
く
と
真
っ
先
に
思

い
浮
か
ぶ
の
は
O

印
で
し
ょ
う

か
?
O
l
m
は
平
成
8
年
に
発
生

し
猛
威
を
ふ
る
い
、
約
1
万
人
も

の
被
害
者
を
出
し
ま
し
た
。
今
も

な
お
、
散
発
的
な
感
染
は
続
い
て

い
ま
す
。
ま
た
、

o
m以
外
に
も

食
中
毒
菌
は
た
く
さ
ん
あ
っ
て
サ

ル
モ
ネ
ラ
菌
、
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
、黄

色
ブ
ド
ウ
球
菌
、
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌
、

ウ
エ
ル
シ
ユ
菌
等
に
も
気
を
付
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

食
中
毒
は
年
間
を
通
し
て
発
生

し
て
い
ま
す
が
、
特
に
5
月
i
m

月
の
聞
は
多
く
な
る
の
で
、
こ
の

時
期
は
い
つ
も
以
上
に
注
意
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
食
中
毒
予

防
の
基
本
は
菌
を

「付
け
な
い
」
、

「増
や
さ
な
い
」、
「殺
す
」
の
3
点

で
す
。
家
庭
で
は
次
に
あ
げ
る
よ

う
な
こ
と
に
注
意
す
れ
ば
充
分
予

防
は
可
能
で
す
。

①
購
入
時
1
で
き
る
だ
け
新
鮮
で

適
切
な
状
態
で
管
理
さ
れ
て
い

る
食
品
を
民
う
よ
う
に
心
掛
け

る
。

②
料
理
前

1
食
中
毒
菌
は
室
視

(
常
温
)
で
は
ど
ん
ど
ん
増
殖
す

る
。
ま
た
、
手
や
調
理
器
具
を
介

光
男

幸

(14) 

綾

盛

ル

子

松

m
央

総

正

盛

賢

ハ
油
川

福

作

孝

取
り
扱
い
ま
す
が
職
員
の
派
遣

日
以
外
は
八
雲
出
張
所
で
手
続
き

を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

。
お
問
い
合
わ
せ

.
ハロ
1
ワ
l
ク
函
館

8
0
1
3
8
l
m
1
0
7
3
5
 

.ハロ
l
ワ
l
ク
八
雲

8
0
1
3
7
6
1
2
2
5
0
9
 

.
北
槍
山
職
業
相
談
室

8
4
5
7
2
4
 

し
て
他
の
食
品
を
も
汚
染
す
る

場
合
が
あ
る
の
で
注
意
が
必

要
。

③
調
理
中

1
肉
や
魚
の
加
熱
を
完

全
に
行
い
、
細
菌
を
殺
す
。
ま

た
、
手
や
調
理
器
具
を
介
し
て

の
菌
の
付
着
に
要
注
意
。
手
早

く
作
る
の
も
ポ
イ
ン
ト
。

④
調
理
後

1
加
熱
に
よ
り
殺
菌
し

て
も
調
理
後
に
菌
が
つ
い
て
し

ま
っ
て
は
元
も
子
も
な
い
。
口
に

す
る
ま
で
は
気
を
抜
か
ず
に
。

⑤
保

存

1
細
菌
の
感
染
帆
防
ぐ

に
は
い
つ
も
新
鮮
な
も
の
を
用

意
し
て
お
く
の
が

一
番
。
買
い

だ
め
を
す
る
よ
り
は
小
ま
め
に

買
う
よ
う
に
し
、
購
入
後
は
す

ぐ
に
冷
蔵
・冷
凍
保
存
す
る
。

し
か
し
、
冷
蔵
庫
の
過
信
は
禁

物
。

⑥

清

潔

1
食
中
毒
菌
は
調
程
用

具
を
介
し
て
他
の
食
品
に
う
る

こ
と
が
あ
る
。
清
潔
な
調
理
用

具
を
使
い
、
菌
の
感
染
を
防
ぐ
。

食
中
毒
は
飲
食
庖
や
仕
出
し
弁

当
等
が
原
因
で
集
団
発
生
す
る
こ

と
が
多
い
の
で
す
が
、

家
庭
の
中

で
も
意
外
と
多
く
起
き
て
い
ま
す
。

『
家
庭
で
作
っ
た
も
の
は
安
心
』

と
思
う
の
は
禁
物
で
す
。

(
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
)

〕5
 

1
 

〔



~やや。g。ゃφ

6月末現在

前月対比

7，219人(.6.4) 

3，479人(ム 5)

3， 740人( 1 ) 

2， 668世帯( 0) 

人口

男

女

世帯数

休日当番医
今金町立国保病院(今金)82-0221

道南ロイヤル病院(北槍山)84-5011

岩間医院 (今金)82-0057 

30日 北檎山町立国保病院(北倫山)84-5321

※休日当番の診療時間

午前10時より 12時まで

午後 l時より 3時まで

8月9日

16日

23日

ロおたんじようおめでとう
よc.. 

古川 嘉明ちゃん 6月15日(保護者
はやと

三上 隼人ちゃん 6月18日(保護者
"やた

山田 隼太ちゃん 6月29日(保護者

古谷 夫弱ちゃん 7月 7日(保護者
あす か

遠藤明日香ちゃん 7月16日(保護者

固いつまでもおしあわせに

X2 繍 俊之さん(上稲穂)=植田 美香さん(北槍山町)

X~ 姥名 春幸さん(上積川)=早坂かずえさん(上稲穂)

圃おくやみもうしあげます

小 林繁 郎九 日月18日 77歳 末広 IUJ

中島ヒロ九 7月 2日 80歳 中 里

荒井トクノ九 7月 5日 97歳 豊寿園

波 宮子九 7月 7日 65歳 南 栄 町

中津きよゑさん 7月13日 74歳 種川駅前

7月22日受付分まで

※いつまでもおしあわせにの欄に記載した荒川隆祐

さんの住所が末広町の誤りでした。訂正してお詫

びします。

幸)末広IsJ

彦)上金原

球)末広町

男)神丘高台

人)商工団地

手IJ

輝

哲

盛

平
成
日
年
度
槍
山
支
庁
管
内

町
職
員
採
用
試
験
に
つ
い
て

平
成
川
年
度
倫
山
支
庁
管
内
町

職
員
の
採
用
試
験
は
、
次
の
お
と

り
で
す
。

記

。
受
付
期
間

8
月
3
日
1
8
月
幻
目

。
試
験
の
種
類

。

上

級

1
教
養

・
論
文

〈
〉
初
級
1
教
養

・
作
文

。
試
験
日
9
月
初
日

。
本
町
職
員
採
用
予
定
若
干
名

。
受
付

・
お
問
い
合
わ
せ

， 

総
務
課
総
務
係

8
2
1
0
1
1
1
 

北
海
道
警
察
官
を

募
集
し
て
い
ま
す

北
海
道
警
察
で
は
平
成
凶
年

度
の
警
察
官
を
次
の
と
お
り
募
集

し
て
い
ま
す
。

含寸
nu 

O
受
付
期
間

平
成
凶
年
8
月

m日
1

平
成
凶
年
8
月
初
日

。
受
験
日

平
成
凶
年
9
月
却
日

O
募
集
資
格

-
A
区
分
i
年
齢
等

昭
和
川
町
年
4
月
2
白
か
ら
昭
和

白
年
4
月
l
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

男
子
で
大
学
等
の
卒
業
者
(
平
成

日
年
3
月
卒
業
見
込
者
を
含
む
)

.
B
区
分
1
学
歴

・
A
区
分
以
外
の
者
で
昭
和
円
相

年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
田
山
年
4
月

1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子
及
び

女
子

※
お
問
い
合
わ
せ

北
槍
山
地
首
察
署

8
4
1
6
1
1
0
 

海
上
保
安
学
校
及
び
大
学
校

学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す

海
上
保
安
庁
で
は
、
海
上
保
安

学
校
及
び
大
学
校
学
生
を
次
に
よ

り
募
集
し
て
い
ま
す
。

『

Hu
t=ロ

。
受
付
期
間

・
大
学
校
8
月
幻
自

1
9
月
8
日

・
学

校

8
月
げ
日
5

8
月
別
目

。
受
験
資
格

・
大
学
校
昭
和
臼
年
4
月
2
日

以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
次
に
燭
げ

る
も
の

・

学

校

昭

和

印

年

4
月
2
日

以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
次
に
掲
げ

る
も
の

発
行
/
北
海
道
今
金
町
役
場

日間
②
0
1
1
1
番

①
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
も
の
及

び
平
成
H
年
3
月
ま
で
に
高
等

学
校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

②
高
等
専
門
学
校
を
卒
業
し
た
も

の
及
び
平
成
日
年
3
月
ま
で
に

高
等
専
門
学
校
の
第
3
学
年
の

課
程
を
修
了
す
る
者

③
そ
の
他
、
大
学
入
試
検
定
に
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